
を
開
催
す
る
。

事
業
計
画
の
第
２
の
柱
が
調

査
研
究
に
係
る
事
業
。
２
月
20

日
の
総
務
委
員
会
の
段
階
で
は

研
究
調
査
助
成
金
約
１
、
０
０

０
万
円
を
削
減
す
る
案
だ
っ
た

が
、
今
後
の
制
度
検
討
に
対
応

し
て
臨
機
に
調
査
・
研
究
を
行

え
る
よ
う
、
削
減
し
た
助
成
金

予
算
額
と
ほ
ぼ
同
額
を
委
託
研

究
費
と
し
て
追
加
計
上
し
た
。

具
体
的
な
調
査
研
究
項
目
と

し
て
は
、
商
品
取
引
員
に
係
る

自
己
資
本
規
制
の
あ
り
方
や
金

融
所
得
課
税
制
度
、
産
業
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
の
商
品
先
物
市
場

の
地
位
確
立
に
資
す
る
委
託
研

究
等
を
予
定
し
て
い
る
。

今
秋
か
ら
議
論
が
本
格
化
す

る
金
融
所
得
課
税
一
体
化
に
つ

い
て
は
、
税
制
要
望
に
備
え
委

託
者
の
取
引
実
態
等
に
関
す
る

定
点
調
査
を
引
き
続
き
実
施
す

る
。ま

た
、
青
山
学
院
大
学
、
多

摩
大
学
大
学
院
、
専
修
大
学
、

帝
京
大
学
で
の
寄
付
口
座
開
設

を
支
援
す
る
ほ
か
、
学
術
研
究

発
表
誌
「
先
物
取
引
研
究
」の

発
行
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
け
る
先
物
関
係
資
料
の
掲
載

を
継
続
す
る
。

フ
ラ
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
よ

り
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
、

目
指
す
商
品
市
場
の
あ
り
方
に

つ
い
て
共
通
認
識
を
深
め
、
取

組
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

ま
ず
、
市
場
の
国
際
間
競
争

の
激
化
を
見
据
え
、
将
来
的
な

商
品
先
物
取
引
制
度
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
の
構
築
と
そ
の
進
め

方
と
、
統
合
・
合
併
を
視
野
に
入

れ
た
団
体
機
能
・
役
割
分
担
の

見
直
し
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
た

め
、
業
界
関
係
者
を
主
体
と
し

た
議
論
の
場
を
設
置
す
る
。

ま
た
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ティ

ー
リ
ス
ク
を
遮
断
し
う
る
清
算

制
度
の
確
立
を
目
指
す
取
組
課

題
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
実
現

を
推
進
す
る
。

次
世
代
取
引
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
、
国
際
間
連
携
も
考
慮

し
つ
つ
、
商
品
取
引
所
の
シ
ス

テ
ム
の
開
発
・
構
築
に
お
い
て

共
通
化
が
実
現
す
る
よ
う
、
引

き
続
き
、
実
務
的
観
点
を
中
心

に
積
極
的
に
課
題
解
決
策
を
提

言
す
る
。

今
年
中
に
本
格
検
討
が
始
ま

る
と
さ
れ
る
金
融
所
得
課
税
の

一
本
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
関

係
方
面
と
の
勉
強
会
・
懇
談
会

２
月
14
日
の
制
度
政
策
委
員

会
で
、
先
物
協
会
加
藤
雅
一
会

長
は
、「
商
品
先
物
取
引
制
度

の
改
善
お
よ
び
会
員
の
経
営
改

善
に
係
る
企
画
立
案
事
業
は
、

協
会
事
業
の
メ
イ
ン
で
あ
り
、

し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
」と

強
調
し
た
。

取
組
課
題
と
し
て
ま
ず
第
１

に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
改
正
商
品

取
引
所
法
の
施
行（
今
年
７
月

予
定
）に
係
る
取
組
。

金
融
商
品
取
引
所
法
施
行
と

同
時
に
行
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ

に
伴
う
政
省
令
の
改
正
な
ど
に

向
け
て
、損
失
補
て
ん
の
禁
止
、

広
告
規
制
、
顧
客
の
適
合
性
を

考
慮
し
た
説
明
な
ど
、
改
正
法

規
定
事
項
に
係
る
実
効
性
の
あ

る
適
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提

言
を
す
る
と
と
も
に
、
会
員
代

役
職
員
の
専
門
性
向
上
の
た
め

の
管
理
職
資
格
試
験
制
度
の
導

入
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
外

務
員
に
係
る
研
修
・
試
験
制
度

の
一
般
へ
の
開
放（
誰
で
も
受

験
で
き
る
）等
に
よ
り
雇
用
慣

行
を
見
直
す
。

先 物 協 会 ニ ュ ー ス

私
が
商
品
先
物
業
界
に
入
っ

て
早
い
も
の
で
6
年
が
経
ち
ま

し
た
。
入
社
し
た
当
初
は
、
商

品
先
物
取
引
の
こ
と
に
関
し
て

は
、
ま
っ
た
く
の
素
人
で
し
た

の
で
、
商
品
先
物
取
引
の
イ
メ

ー
ジ
は
株
取
引
み
た
い
な
も
の

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
業
界
に
入
っ
て
商
品
先
物

で
は
誰
も
が
平
等
に
参
加
で

き
、
普
段
の
生
活
に
も
関
わ
っ

て
い
る
な
ど
、
と
て
も
奥
が
深

い
取
引
だ
と
知
り
ま
し
た
。

私
の
所
属
し
て
い
る
営
業
企

画
室
は
、
広
告
・
国
内
お
よ
び

海
外
の
チ
ャ
ー
ト
作
成
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
更
新
等
の
デ

ス
ク
ワ
ー
ク
が
メ
イ
ン
の
い
わ

ゆ
る「
内
勤
」で
す
。
私
が
営
業

企
画
室
で
働
い
て
き
て
、
い
ろ

い
ろ
な
出
来
事
も
あ
り
ま
し

た
。
2
0
0
5
年
4
月
の
個
人

情
報
保
護
法
や
同
じ
年
の
5
月

の
改
正
商
品
取
引
所
法
の
施
行

と
い
う
大
き
な
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
。
特
に
商
取
法
の
改
正

に
伴
い
、
商
品
取
引
員
の
廃
業

や
売
買
高
減
少
な
ど
が
目
立
ち

ま
し
た
が
、
業
界
全
体
の
努
力

に
よ
り
徐
々
に
回
復
し
て
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
原
油
高
騰
で

度
々
新
聞
や
経
済
誌
に
商
品
先

物
の
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

世
間
か
ら
の
関
心
も
徐
々
に
高

ま
り
つ
つ
あ
り
、
各
商
品
取
引

員
は
著
名
人
を
招
い
て
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
多
く
の

一
般
投
資
家
の
方
々
に
商
品
先

物
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う

と
日
々
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

弊
社
で
も
05
年
か
ら
、
各
方

面
の
著
名
人
の
方
々
を
お
招
き

し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
多

く
の
投
資
家
の
皆
様
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

営
業
部
が
月
に
１
回
程
度
、
相

場
勉
強
会
な
ど
を
開
き
、
お
客

様
に
も
大
変
好
評
の
よ
う
で

す
。07

年
1
月
に
弊
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
そ
の
際
に
、
一
般
の
方
や

商
品
先
物
に
興
味
を
持
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
初
め
て
の
人

で
も
分
か
り
や
す
い
商
品
先
物

取
引
の
解
説
ペ
ー
ジ
や
、
各
支

店
の
ペ
ー
ジ
を
作
る
な
ど
し
て
、

内
容
が
充
実
し
ま
し
た
。

今
日
ま
で
の
商
品
先
物
業
界

全
体
の
努
力
に
よ
り
、
大
き
く

先
物
市
場
が
発
展
し
て
い
く
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
私
も
微
力

な
が
ら
業
界
発
展
の
た
め
に
努

力
し
日
々
の
業
務
に
取
り
組

み
、
私
自
身
も
、
的
確
か
つ
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
情
報
提
供

を
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】鹿
児
島
県
生

ま
れ
。
２
０
０
１
年
明
治
物
産

入
社
。
営
業
企
画
室
所
属
。

発 行 日 本 商 品 先 物 振 興 協 会
〒103-0016
東 京 都 中 央 区 日 本 橋 小 網 町 9 - 9
TEL（03）3664‐5731 FAX（03）3664‐5733

私
の
好
き
な
一
文
字

平成19年（2007年）３月15日（毎月15日発行）第66号平成１９年 3月号

（梨本　孝行　ハーベストフューチャーズ社長室次長）

役立つ情報提供を心掛けて

い
ま
話
題
の
北

杜
夫
著『
ど
く
と

る
マ
ン
ボ
ウ
回
想

記
』で
相
場
と
格

闘
す
る
件
が
興

味
深
い
。
北
さ
ん

の
躁
鬱
症
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、

躁
の
サ
イ
ク
ル
に
入
る
と
、
株

売
買
も
活
発
に
な
る
。
証
券
会

社
に
相
談
す
る
と
、
優
良
株
よ

り
仕
手
株
が
面
白
い
と
い
う
▼

教
え
ら
れ
る
ま
ま
に
仕
手
株
を

３
、
４
銘
柄
買
う
。「
そ
れ
ら
は

確
か
に
値
上
が
り
し
て
ゆ
く
よ

う
で
あ
っ
た
。
私
は
す
っ
か
り
調

子
に
乗
っ
て
し
ま
っ
た
。
動
か
す

資
金
も
多
い
ほ
う
が
多
く
稼
げ

る
と
思
い
込
ん
で
、
全
財
産
を

つ
ぎ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。」初
め

は
１
つ
の
証
券
会
社
だ
っ
た
が
、

３
つ
の
証
券
会
社
を
使
う
よ
う

に
な
り
、
信
用
取
引
に
も
手
を

延
ば
し
た
▼
朝
か
ら
ラ
ジ
オ
の

株
式
放
送
を
つ
け
っ
放
し
、
大

将
軍
を
気
取
り
、
売
っ
た
・
買
っ

た
の
指
示
を
取
引
機
関
店
に
発

す
る
有
様
だ
っ
た
。
資
金
不
足

に
陥
る
と
出
版
社
に
原
稿
料
の

前
借
り
を
し
て
、
相
場
に
打
ち

込
む
。
結
果
は
無
残
な
る
か
な
。

借
金
の
山
を
抱
え
、
原
稿
用
紙

の
マ
ス
目
を
埋
め
る
作
業
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
る
▼
北
さ
ん

は
何
度
か
破
滅
的
大
損
失
を
喫

し
、
奥
方
が
出
版
社
に
手
を
回

す
。
前
借
り
禁
止
措
置
が
と
ら

れ
、
兵
糧
を
断
た
れ
て〝
相
場

師
北
杜
夫
〞の
命
運
は
尽
き
る

が
、
北
さ
ん
が
証
券
会
社
と
ト

ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
と
い
う
話

は
聞
か
な
い
。
北
さ
ん
の
自
己

責
任
に
お
い
て
発
生
し
た
損
害

だ
か
ら
だ
▼
ど
く
と
る
マ
ン
ボ

ウ
を
と
り
こ
に
す
る
ほ
ど
に
相

場
は
魅
惑
に
溢
れ
て
い
る
。
い

ま
鎧
橋
の
南
岸
が
大
商
い
に
沸

い
て
い
る
の
に
引
き
替
え
、
北

岸
は
火
が
消
え
た
淋
し
さ
で
あ

る
。
だ
が
、
魅
惑
の
商
品
先
物

を
ど
う
顧
客
に
売
り
込
む
か
、

新
し
い
販
売
モ
デ
ル
開
発
競
争

の
成
果
が
聞
か
れ
る
日
は
近
づ

い
て
い
る
。（
泉
）
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明治物産

激
動
期
を
ど
う
乗
り
切
っ
て
い
く
か

―
。
先
物
協
会
は
２
月
７
日
の
広

報
委
員
会
、
２
月
14
日
の
制
度
政
策
委
員
会
、
２
月
28
日
の
理
事
会
で
の
議

論
を
経
て
平
成
19
年
度
事
業
計
画
（
案
）
を
決
め
た
。
正
式
に
は
３
月
15
日
の

臨
時
総
会
で
決
定
す
る
。
商
品
先
物
取
引
出
来
高
の
大
幅
減
少
に
よ
っ
て
事

業
計
画
予
算
の
大
幅
削
減
が
避
け
ら
れ
な
い
中
で
、
知
恵
を
絞
っ
て
短
期
的

課
題
と
中
長
期
的
課
題
の
双
方
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
商
品
先
物
新
時
代
へ

待
っ
た
な
し

―
の
状
況
を
打
開
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
年
度
に
な
る
。

改
正
法
の
円
滑
な

施
行
に
取
り
組
む

営業企画室 川畑　清幸

表
者
懇
談
会
・
会
員
説
明
会
の

開
催
に
よ
る
改
正
法
の
周
知
徹

底
を
進
め
る
。

市
場
振
興
策
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
昨
年
か
ら
検
討
、
議
論

を
続
け
て
い
る
市
場
振
興
戦
略

会
議
の
検
討
結
果
に
基
づ
き
、

市
場
流
動
性
の
早
期
回
復
に
向

け
た
要
望
・
提
言
を
打
ち
出

し
、
そ
の
実
現
に
取
り
組
む
。

具
体
的
に
は
、
商
品
先
物
取

引
経
験
や
習
熟
度
に
対
応
し
た

受
託
が
で
き
る
よ
う
、
法
令
諸

規
程
の
見
直
し
を
要
請
す
る

（
損
切
り
注
文
等
委
託
者
保
護

法
令
遵
守
を
業
界
運
動
と
し
て
持
続 

業界一体で将来像の検討を 

先物協会 平成19年度事業計画 

に
資
す
る
仕
切
注
文
の
受
託
、

取
引
員
証
拠
金
に
よ
る
差
別
化

が
で
き
る
こ
と
に
係
る
明
示
的

記
載
等
）。

ま
た
、
受
託
取
引
シ
ス
テ
ム

に
お
い
て
、
個
人
委
託
者
も
機

関
投
資
家
や
海
外
投
資
者
と
同

等
の
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る

よ
う
に
し
て
、
取
引
の
利
便
性

を
高
め
る（
商
品
投
資
顧
問
等

の
活
用
）。

さ
ら
に
、
取
引
員
経
営
の
多

様
化
・
効
率
化
に
関
し
て
は
、

受
託
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
拡
充
に
向

け
た
Ｉ
Ｂ
制
度
の
導
入
、
取
引

員
の
業
務
シ
ス
テ
ム
の
共
用
化

促
進
に
取
り
組
む
。
加
え
て
、

コメ上場に向けて

東穀取

まず、コメの生育を知ってもらおう―と東京穀物
商品取引所は「コメの生育と気象の関係」と題するA４
判80ページの冊子を5,000部作成した。取引所職員も
同行取材しながら日本総合研究所がまとめたもので、
コメ上場に向けての啓発活動の一環とし、取引所会員
やコメ関係者・団体などに配布する。また、これに基
づくセミナーも開催する予定。
内容は生育ステージ、基礎編、応用編、付録の４つ

に分け、写真、図表を豊富に
使って分かりやすくしてい
る。まず、主要産地・品種別
の生育期を示し、注目すべ
き生育データと気象データ、
被害を説明している。続け
て、データ入手先を確認し、
生育・気象データの見方を
解説している。最後に冷害
年の事例、収量と品質の関
係、用語集をまとめている。

基本知識・データ集配付

調
査
研
究
を
重
視

以
上
が
改
正
法
施
行
に
関
連

し
て
早
期
実
現
に
取
り
組
む
課

戦
略
会
議
の
成
果
実
現
へ

題
で
あ
る
の
に
対
し
、
次
の
法

改
正
に
向
け
て
取
り
組
む
の
が

産
業
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
商
品

先
物
市
場
の
確
立
。
産
業
イ
ン

次
世
代
シ
ス
テ
ム
の

共
通
化
実
現
へ

次
期
法
改
正
へ
向
け
て
取
り
組
む 


